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アメリカンフットボール競技中に発生した損傷に関する研究

一大学生チームと社会人チームを比較して-

西村忍:中里浩一七中嶋寛之山

Comparative Study of American Football Injuries between 

College and X League teams. 

S泊hinoぬbuNI路SH凹IIMURAl円)う， Koichi NAI正¥AZAT02ヘ)う， H阻1自ir廿royukiNAKAJlMA3討) 

Few studies have examined the American Football (football) injuries in terms of the difference of years of football 

experience. The purpose of this study was to compare with the football injuries between college and X League teams. 

Subjects were 51 players who belonged to college team and 54 players who belonged to X League team. We investigated 

the incidence of football injuries of both college team in 2002 and X League team in 2003. As the results， we obtained the 

followings. Both teams had the highest incidence of lower extremity injury even though there was significant difference 

of years of football experience between the college and X League teams. Also， the college team's incidences of upper 

extremity and finger/hand injuries were significantly higher than the X League team's incidences (p < 0.05). RB/WRlDB 

of both teams occupied highest occurring percentage (college team 60%， X League 64%) of total football injury. Finally， 

DL & DB of college team had significantly higher incidence of football injuries per player than those of X League team 

(p<0.05). 

We concluded that college team with shorter years of football experience tended to cause the football injuries of upper 

extremity and finger/hand compared with X League team. 

キーワード: アメリカンフットボール，スポーツ損傷，大学生と社会人

Key Words: American Football， Sport Injuries， College and X League 

目 的

アメリカンフットボール(以下アメフト)は，コンタ

クトスポーツの lつで 損傷の発生頻度が非常に高し、ス

ポーツとして知られている。アメフト競技に使用されて

いるヘルメットやショルダーパッド等の防具に関する改

良は進んでいるものの，損傷の発生は後を絶たない。ア

メフト発祥の地であるアメリカのナショナルフットボー

ルリーグ (NFL)や全米大学体育協会 (NCAA)などで

はプロフェッショナル・アマチュアに関係なく共に，練

習参加の前には医師と公認アスレティックトレーナーに

よって行われる PreparticipationPhysical Examination 

と呼ばれる身体検査を，必ず受けなければならない

(Arnheimら2000) ことになっている。日本のスポー

ツ界においても同様にメディカルチェックと言う名前

で， 1980年代半ばより同様の検査が行われている(中嶋

1989，中嶋 2000)。メディカルチェックは，骨・関節・

筋肉・腿などの運動器の特徴を検査する整形外科的な項

目と血液・尿・臓器などを検査する内科的な項目から成

り立っているが，アメフトの現場においては，身体的特

ネ腔義明大学体育研究所 1) Institute of Physical Education， Keio University 

料 11.本体育大学運動'l:fEli研究本 2) Exercise Science Lab， Nippon Sport Science University 
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性や過去の運動中における損傷既往歴などを測定・記録

する事により，競技時に起こりうるスポーツ損傷の可能

性が高い選手を事前に把握する必要性から整形外科的メ

デイカルチェックが行なわれることが多い。

アメフト競技中に引き起こされるスポーツ損傷には，

さまざまな要因が考えられる。それらは，身長や体重

などの身体的特徴によるもの，ポジションによって異

なる競技動作などによるもの，グラウンドサーフェイス

の違いなどによる環境的なものなどである。下肢への損

傷の発生率がアメフト競技中では非常に高く (Nicholas

ら1988)，特に体重が重く BodyMass lndex (以下 BMI)

の大きな選手に多いと報告されている(西村ら2003b)。

ポジション別に見ると，オフェンスライン，ディフェン

スライン，ラインパッカーのようにコンタクトを繰り返

すポジションは，他のポジションと比較して足関節靭帯

損傷，特に三角靭帯や前月室排靭帯などの内側靭帯複合損

傷の発生率が高い (Nishimuraら2003)。また，士グラ

ウンドと人工芝グラウンドとのグラウンドサーフェイス

の違いによって引き起こされる損傷の比較研究を行った

西村ら (2003a) によると，人工芝グラウンドでは下肢

への損傷が有意に多く引き起こされ，膝関節外傷が特に

多かったと報告されている。

さまざまな要因によって，アメフト損傷は高頻度に引

き起こされているが，競技歴の異なる大学生チームと社

会人チーム間で、の損傷比較を行っている研究

は，ほとんど報告されていない。そこで本研

究は，大学生チームと社会人チームの 2チー

ムを対象に，アメフト競技および練習中に発

生した損傷既往歴調査を行い，受傷部位別損

傷発生状況とポジション別損傷発生状況につ

いて比車交・ネ食品Iすることを目的とした。

対象

対象は， 2002年度関東大学アメリカンフッ

N大学

OL 

RB 

WR 

DL 

LB 

DB 

チームTG

OL 

RB 

WR 

DL 

LB 

DB 

学アメフト部とは， 1959年に創部， 1993年には関東大

学アメフト選手権に優勝，第48回アメフト東西大学王

座決定戦甲子園ボウルに出場したことのあるチームで

ある。チーム TGとは， 1985年に創部， 2002年には X

League 2部リーグを全勝優勝， 1部に昇格したチームで

ある。また XLeagueとは，日本社会人アメフト協会が

運営するリーグで，“日本におけるアメフトのさらなる

普及・発展につながるエクセレンスなリーグとしてプ

レーヤー/チームはよりハイレベルなエキスパートを

めざし，より多くのファンに楽しんでもらえるエキサ

イティングなプレー/ゲームを提供する社会人のため

のトップリーグである"(日本社会人アメリカンフット

ボール協会東日本支部 1996) とされている。

アメフト選手をポジション別にオフェンスライン(以

下OL)，ランニングバック・クォーターパック(以下

RB)，ワイドレシーバー・タイトエンド(以下 WR)，ディ

フェンスライン(以下 DL)，ラインパッカー(以下 LB)，

ディフェンスバック(以下 DB)の6つに分類した。そ

れぞれ2チームの選手の内訳は， N大学 (OL7名， RB 

12名， WR 10名， DL 5名， LB7名， DB 10名)とチー

ム TG(OL 8名， RB 9名， WR 10名， DL8名， LB 7名，

DB 12名)であった(表 1)。

表1. N大学とチーム TGの身体特性の比較

選手数 身長 体重 BMI 競技歴水2

(人) (cm) (kg) (kg/m2) (年)

51 175.6:t 5.4 82.0士16.3 26.5:t 4.7 4.3:::!::: 1.9 

7 178.0:t 5.0 108.3士12.7*1 34.2土4.4*1 4.4土2.3

12 172.9士6.2 75.3:t 6.8 25.2士2.0 4.5:::!::: 2.0 

10 175.5:t 6.5 72.6土10.3 23.5士2.1 4.2士2.3

5 179.4土1.3 102.6:::!::: 13.8 31.8:::!::: 3.8 4.4 :t 1.1 

7 176.4:t 4.8 82.0士 6.0 26.4士2.0 3.7士1.4

10 174.6土3.8 70.8士 4.9 23.2士1.6 4.2士2.1

54 175.8:t 5.7 81.6:::!::: 12.6 26.3:::!::: 3.4 9.9土3.3

8 181.1 :t 5.2 94.4:::!::: 6.9*1 28.8:::!::: 2.3d 12.6:::!::: 3.6 

9 172.8士5.5 77.3:::!::: 8.8 25.9士2.8 10.9:::!::: 4.1 

10 176.4 :t 6.4 76.6土12.2 24.5土3.1 11.6土2.6

8 177.9士5.9 95.1 :::!::: 12.9 30.1土4.0 10.3:::!::: 3.4 

7 175.3士4.4 80.4士 4.2 26.2:::!::: 1.7 8.9 :::!:::2.3 

12 172.8:t 3.1 72.0:i:: 6.8 24.1 :i:: 2.0 10.7:i:: 3.5 

(Mean士S.D.)

トボール連盟 (KCFA)1部リーグに所属する

N大学アメフト部員51名(身長 175.6:::t 5.4 cm， 

体重 82.0:::t16.3 kg， BMI 26.5:::t 4.7kg/m2，競

技歴 4.3:::t1.9年)と2003年度日本社会人アメ

リカンフットボール (XLeague) 1部リーグに

所属するチーム TGの選手54名(身長 175.8

:::t5.7cm，体 重81.6士12.6kg， BMI 26.3 :::t 

3.4kg/m2，競技歴 9.9士3.3年)とした。 N大

pく 0.05in unpaired t test. 

行 :N大学の OLは，チーム TGの OLと比較して有意に体重が重くかっ BMIが大きい。

必 チーム TGの全体と各ポジションの競技歴は.N大学の全体と各ポジションの競技

歴と比較してそれぞれ布意に長い。
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【方法}

損傷既往歴調査

対象となる 2チームそれぞれのコ」チングスタッフと

メディカルスタッフ(チームドクターとアスレティック

トレーナー)の協力を得て，アメフト競技および練習中

(コンディショニンゲ・ウェイトトレーニングを含む)

に発生した損傷に関する既往歴調査を行った。発生した

損傷に関しては， 1週間以上練習を休む，または練習内

容を変更した場合のみとしその損傷の発生日時，場所，

受傷機序などを記入した。

N大学

調査期間:2002年度 4 月 ~ll月

練習頻度:コンディショニングとウェイトトレーニン

グを含め週 5-6因。練習グラウンドはロングパイ

ルの人工芝グラウンドである。試験などによるオフ

期間(6月下旬より 7月中旬)に選手達が自主的に

行っている練習は，この回数に含まれていないが，

もし損傷が発生した時は，損傷既往歴調査書に記載

した。この調査期間中に行われた試合数は，春シー

ズン 4試合，秋シーズン 6試合の計10試合であった。

損傷記録 :N大学では，入部時に整形外科的メディカ

ルチェックをチームドクターより受け，個人損傷記

録ファイルとして管理している。その後選手が競技

または練習中に受傷して医療機関などで受診した場

合には，そのつど診断結果をファイルに記録し卒業

するまで保管されている。本研究では，この個人損

傷記録ファイルをデータ収集に用いた。

チーム TG

調査期間:2003年度 3 月 ~ll月

練習頻度:コンディショニングとウェイトトレーニン

グを含め週 3-4因。練習グラウンドは，ロング、パ

イルの人工芝グ、ラウンドである。選手達が練習日以

外に自主的に行っている練習は，この回数に含まれ

ていないが，もし損傷が発生した時は，損傷既往歴

調査書に記載した。また，この調査期間中に行われ

た試合数は，春シーズン 5試合，秋シーズン 5試合

の計10試合であったっ

損傷記録:チーム専属の全米アスレティックトレー

ナーズ協会 (NATA)公認アスレティックトレーナー

資格 (ATC) を持つヘッドトレーナーが，毎週コー

チミーティングに提出している損傷報告書をデータ

収集に用いた。その損傷報告書には，選手が病院で

受診した時の診断結果，競技または練習中に発生し

た損傷に対しての応急処置などが記入されている。

統計学的手法

対象者の身体的特性や競技歴について解析を行う時に

は， t検定 (unpairedt test) ，発生した損傷件数につい

て解析を行う時には， Mann-Whitney検定を採用した。

有意差水準は 5%未満とした。

結果

N大学とチーム TGの2チーム聞での選手を比較した

時，身体特性としての身長・体重・ BMIなどには，有意

な差が見られなかった(表 1)。しかし，ポジション別

に比較すると， N大学の OLは，チーム TGのOLに対し

て有意に体重が重くかっ BMIが大きかった (p< 0.05)。
競技歴に関しては チーム別でもポジション別でも有意

にチーム TGのほうが N大学と比較して長かった (pく

0.05)0 2チームの受傷部位別損傷発生状況とポジション

別損傷発生状況を比較した結果を次に示した。

受傷部位別損傷発生状況(表 2) 

受傷部位の分類方法として， 17部位別に分類(足/足

祉，足関節，下腿，膝関節，大腿，股関節，腰部，胸部，

肩関節/鎖骨，上腕，肘関節，前腕，手関節，手指，頚

部，頭部，顔)した。 N大学51名が引き起こした 103件

の損傷を受傷部位別に見ると以下の結果となった。

膝関節が20件 (19%)と最も多く 大腿15件(15%)，

足関節と手指がそれぞれ14件(14%)，腰部12件(12

%)，肩関節/鎖骨 9件 (9%)，頭部4件 (4%)，上

腕と足/足E止がそれぞれ 3件 (3%)，顔と胸部と下腿

がそれぞれ 2件 (2%).頚部と肘関節と手関節がそれ

ぞれ l件 (1%)の順であった。

チーム TG54名が引き起こした86件の損傷を受傷部

位別に見ると以下の結果となった。大腿が21件 (24%)

と最も多く，膝関節12件(14%)，腰部と足関節がそれ

ぞれ 9件(11%)，頚部 7件 (8%)，肩関節/鎖骨6件

(7 %)，手指 5件 (6%)，頭部と胸部がそれぞれ 4件

(5 %)，下腿 3件 (3%)，足/足E止2件 (2%)，上腕

と肘関節と前腕と股関節がそれぞれ 1件 (1%)の順で

あった。

N大学・チーム TGともに競技歴に関係なく下肢(股

関節，大腿，膝関節，下腿，足関節，足/足E止)への損



N大学とチームTGのアメフ卜競技中における受傷部位の比較

LB DB 

N大学(7名) TG (7名) N大学(10名) TG (12名)

損傷数(件) 損傷数(件) 損傷数(件) 損傷数(件)

1 2  3 1 

1 0 1 0 

o 0 2 0 

o 2 0 1 

DL 

N大学 (5名) TG (8名)

損傷数(件) 損傷数(件)

1 5 

o 0 

o 1 

1 4 

WR 

N大学(lC名) TG (10名)
損傷数(件) 損傷数(件)

1 1 

o 0 

1 1 

o 0 

RB 

N大学(12名) TG (9名)

損傷数(件) 損傷数(件)

01  

o 0 

o 1 

o 0 

表 2.
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損傷数(件) 損傷数(件)

1 1 
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1 1 
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下肢

股関節

大腿

膝関節

下腿

足関節

足/足祉

15*3 25*3 9 

pく 0.05in Mann-Whitney test 
*1 : N大学の上服と手指の損傷数は，チーム TGの上肢と手指の損傷数と比較してそれぞれ有意に多かった。

吃 :N大学の DLの合計損傷数は，チーム TGの DLの合計損傷数と比較して有意に多かった。

*3: N大学の DBの上肢・手指・合計の損傷数は，チーム TGのDBの上肢・手指・合計の損傷数と比較してそれぞれ有意に多かった。

12 11*2 15*2 22 18 18 20 11 13 86 103 合計

DB 24% 
(25件)

傷がそれぞれ全損傷数の半数以上を占めていた (N大学

52%，チーム TG56%)。しかし， 2チームの下肢におけ

る損傷数には有意な差が見られなかった。

上肢(肩関節/鎖骨，上腕，肘関節前腕，手関節，手

指)においては， N大学選手が引き起こした損傷数が，

有意にチーム TG選手より多かった (pく0.05)。特に手

指における損傷数に関しては，顕著であった (pく 0.05)。

WR 17% 
(18件)

図1. N大学のポジション別にみた損傷の

割合 (51選手 103損傷)

OL 13% 
(13件)

DL 15% 
(15件)

つ山

ポジション別発生状況(図 1-3) 

N大学51名がアメフト競技および練習中に引き起こし

た損傷は， 103件であった。ポジシヨン別に見ると， DB 

が25件 (24%) と最も多く， RB 20件(19%)，WR 18件

(17%)， DL 15件(15%)，OL13件(13%)，LB 12件(12%)

の順であった。また，一人あたりの損傷発生件数は，全

体で 2.02件/人であった。ポジション別では， DLが

3.00件/人が最も多く， DB 2.50件/人， OL l.86件/人，

WR l.80件/人， LB l.71件/人， RB l.67件/人の順で

あった。
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図2.ポジション別にみた一人あたりの損傷

発生件数

LB 10% 
(9件)

WR26% 
(22件)

OL 13% 
(11件)

DL 13% 
(11件)

DB 17% 
(15件)

図3.チームTGのポジション別にみた損傷の

割合 (54選手 86損傷)

チーム TG54名がアメフト競技中に引き起こした損傷

は， 86件であった。ポジション別に見ると， WRが最も

多く 22件 (26%)， RB 18件 (21%)， LB 15件(17%)， 

DBとDLがそれぞれ11件 (13%)，OL 9件(10%)の順

であった。また，一人あたりの損傷発生件数は，全体で

1.59件/人だった。ポジション別では， WRが最も多く

2.20件/人， RB 2.00件/人， OLとDLがそれぞれ1.38

件/人， LB 1.29件/人， DB 1.25件/人の順であった。

2チームともに競技歴に関係なく RB.WR・DBがポ

ジション別損傷の上位を占め，さらにその損傷数が全損

傷数の半数以上を占めていた (N大学60%，チーム TG

64%)。

2チームのポジション間での一人あたりの損傷発生件

数を比較すると， DLとDBにおいて， N大学のほうが

チーム TGより有意に多く損傷が引き起こされていた (p

く0.05)。

N大学の DBは，上肢と手指において TGのDBと比

較して有意に多く損傷がそれぞれ引き起こされていた結

果となった (p< 0.05)。

考察

受傷部位別損傷発生状況

N大学とチーム TGのアメフト選手の受傷部位別損傷

発生状況について損傷既往歴調査を行い，受傷部位を

17ケ所に分類して比較を行った。

2チームともに下肢への損傷数が全損傷数の半数以上

を占めていた (N大学52%・チーム TG56%)。特に，大

腿・膝関節・足関節への損傷が集中していたO この結果

は， Nicholasら(1988)や西村ら (2003b)の先行研究

と同様であった。また 2チームともに練習グラウンド

が人工芝グラウンドであったがゆえに，環境的要因と

して西村ら (2003a)の報告したとおり，下肢への損傷

が多かったことも考えられる。 2チーム間での下肢への

損傷数において有意な差が見られなかったが，アメフト

競技または練習中に最も多く引き起こされていた結果よ

り，競技歴に関係なくアメフトという競技において下肢

への損傷が特徴で、あることが示された。

競技歴の異なる 2チームを比較して最も特徴的な損傷

部位は，上肢への損傷，特に手指の損傷であった。上肢

への損傷で、は， N大学選手は，全体の27%にあたる28件

を引き起こし，そのうち手指への損傷は14件で、あった。

一方，チーム TG選手が引き起こした上肢への損傷は，

全体の16%にあたる14件発生し，手指への損傷は 5件と

N大学選手と比較して有意に少ない損傷数であった (p

く0.05)。東谷ら (2003)の研究では，技術や経験が浅

い選手が練習や試合に参加することによって，上肢への

損傷が多発すると報告しているが，本研究においても同

様の結果となった。乙こから，アメフト競技歴の浅い選

手には，上肢への損傷，特に手指への損傷が多く発生す

る特徴があることが示された。

ポジション別損傷発生状況

2チームの選手をそれぞれ 6つのポジションに分類し

て，損傷既往歴調査結果を基に損傷発生状況について比

較を行った。

ポジション別にみたN大学の損傷発生数が最も多かっ

たポジションは， DBの25件 (24%)であった。続いて

q
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RB 20件(19%)，WR  18件(17%)，DL 15件(15%)， 

OL 13件(13%)，LB 12件(12%)の順であった。また

チーム TGの損傷発生数をポジション別でみると， WR  

22件 (26%)が最も多く， RB 18件 (21%)， DB 15件 (17

%)， DLとOL111'牛(13%)， LB 9イ牛(10%)の}I頃であっ

た。 2チームともに RB.WR・DBが上位を占めており，

この 3ポジションだけで全損傷数の半数以上を占めてい

た (N大学60%，チーム TG64%)。これらのポジシヨ

ンの特徴としては，競技中にボールを触る機会がとても

多く，ボールを扱う技能を要する“スキルポジション"

である。一方，損傷発生数の少なかった DL・OL.LB 

は，相撲の立ち合いのように対面の選手とコンタクトす

る機会がとても多い“パワーポジション"である。 2チー

ム聞において，スキルポジションに損傷数が多く，パワー

ポジションに少なかったという結果より，競技歴に関係

なくアメフト競技および練習中に損傷が発生しやすいポ

ジションは， RB. WR. DBであることが分かった。

また， 2チームのポジション聞における損傷発生状況

について比較してみると，有意な差がみられた。一人あ

たりの損傷発生件数では， DLとDBにおいて， N大学が

チーム TGより有意に多い損傷件数であった。さらに，

DBにおける上肢と手指の損傷数においては， N大学が

チーム TGと比べて 有意に多く引き起こされていた。

N大学の DLの a人あたりの損傷発生件数は 3.00件/

人で，チーム TGの DL(1.38件/人)と比較して 2倍

以上高い発生件数であった。その要因として選手数の違

いが考えられる。 N大学の選手数が 5人に対し，チーム

TGの DLの選手数は 8人であった。通常アメフトでは，

試合に出場する DLはそれぞれのチームのディフェンス

体型にもよるが， 3-4名の選手がグラウンドでプレイ

する。 N大学の選手数では交替が十分にできない状態と

なり，練習や試合に参加・出場する機会が必然と多くな

ることが考えられる。それにより，疲労が蓄積され筋損

傷などの障害が引き起こされやすくなることが考えられ

る。また，パワーポジションである DLは，相手選手の

ブロックを正面から受けるだけでなく側面方向からも受

ける機会の多い (Nishimuraら2004)ポジションである。

これらの要因より疲労によって集中力が低下し，そして

さまざまな靭帯損傷などの外傷がプレイ中に引き起こさ

れたことが考えられる。

N大学の DBの一人あたりの損傷発生件数は， 2.50件

/人に対し，チーム TGの DBは1.25件/人であった。

また上肢の損傷においては 2倍以上多く引き起こされ

ていた (N大学 9件，チーム TG4件)。スキルポジシヨ

ンである DBのポジシヨン特性は，相手となる WRの急

な方向転換に着いていくだけでなく，投げられたボール

を奪い取るポジションである (Nishimuraら2004)0楕

円形をしたアメフトのボールを両手で、キャッチする技術

は，ボールをど、れだけ触ったかという回数・経験に比例

して向上してゆく。言い換えれば，東谷ら (2003)の研

究と同様に，技術や経験が浅い選手はボールキャッチ時

に，手指などの上肢への損傷を引き起こしやすい。よっ

て，技術や経験を必要とするスキルポジションである

DBゆえに，競技歴の浅い N大学選手が上肢への損傷を

多く受傷していたと考えられる。

まとめ

本研究では，競技歴の異なる N大学アメフト部員51

名とチーム TGアメブト選手54名を対象として， 2002年

度と2003年度アメフト競技および練習中に発生した損傷

について既往歴調査を行った。そして，損傷部位別発生

状況やポジション別発生状況などについて，大学生チー

ムと社会人チームの 2チームで比較・検討したところ，

以下のような結果が得られたc

1) 損傷部位別に比較してみると，競技歴に関係なく 2

チームともに下肢への損傷が全損傷数の半数以上を占

め，最も多かった。

2) N大学選手が引き起こした上肢への損傷が有意に

チーム TG選手より多かった (p< 0.05)。また，手指

においても，同様に N大学選手がチーム TG選手より

有意に多く損傷を引き起こしていた (p< 0.05)。

3) ポジシヨン別に比較してみると，競技歴に関係なく

2チームともにスキルポジションの RB.WR・DBに

損傷が多く，パワーポジションの OL.DL・LBでは

少なかった。

4) ポジション別一人あたりの損傷発生件数を比較する

と， DLとDBにおいて， N大学のほうがチーム TGよ

り有意に多く損傷がヲiき起こされていた (pく0.05)。

5) N大学の DBは，チーム TGの DBと比較して，上

肢と手指における損傷を有意に多く引き起こしていた

(p <0.05)。

今後アメフト損傷の予防対策として，競技歴に関係

なく最も高頻度で発生していたT肢への損傷に対する

対応策が重要である。 2チームともに環境的要因として

考えられる人工芝グラウンドにて練習を行うため，明
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確な対応策を立てることが急務である。 ISpatCスパッ

ト)J と呼ばれるスパイクの上から行う足関節損傷予防

のテーピングを巻いたり，人工芝グラウンドとスパイク

との摩擦力の低いスパイクを履くことにより，下肢へ

の損傷発生頻度が低くなる CBlythら1974，Ekstrandら

1989， Gorseら1997，Heidtら1996，Levyら1990，Trog 

ら1971， Trogら1974) と報告されている。これらのよ

うに，未然に損傷を防ぐ対策をしっかり行い，損傷が起

こりにくい安全な環境を選手のために整えることが必要

である。
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